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近畿自由学院ブックについて 
 
 

 近畿自由学院は大阪市城東区にあるフリースクールです。2011 年に開設され、7 年間の

実践を積み重ねてきました。 
 この近畿自由学院ブックは、中高生・卒業生・スタッフでつくる文集です。1 年間の記録

を残したいと思い、つくりました。今号は 2017 年度の記録です。 
代表の田中が 2017 年 8 月に参加した AERO 2017 というニューヨークで開催されたオル

タナティブ教育に関する国際会議の報告も収録いたしました。 
 
 残念ながら近畿自由学院は 2018 年 3 月に教室を閉じることになりました。昨今、通信制

高校等の大きな組織がつくるフリースクールが増え、本校のような広報予算のない小さな

フリースクールは苦戦を強いられるようになりました。引き続き本校に通うことを希望し

ていた人たち、卒業生、関係者、ご協力いただいた皆様には本当に申し訳なく、お詫び申

し上げます。 
 
 不幸中の幸いと言うべきか、引き続き通うことを希望している子たちのために、本校ス

タッフである中井が、2018 年 4 月から NPO 法人関西こども文化協会の事業として大阪市

旭区にてフリースクール「旭自由学院」を開設することになりました。松浦善満理事長、

蔦田夏事務局長をはじめ関西こども文化協会の皆様のご配慮に深く感謝いたします。 
 運営団体は変わりますが、近畿自由学院の精神は、旭自由学院に引き継がれることでし

ょう。 
 
 近畿自由学院の 7 年間は手探りの連続で、本当に多くの方々のお世話になりました。一

人ひとりに直接ご挨拶することは叶いませんでしたが、保護者の皆様、学校関係者の皆様、

教室の大家さん、近隣住民の方々など、ご協力くださったすべての方に心より御礼申し上

げます。 
 
 

近畿自由学院   
 代表 田中 佑弥 
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フリースクールと自分 
黒メガネ 

 
長かったようで、あっという間の 3 年間でした。思い返せば楽しいこともつらいことも

たくさんありました。なかでも一番印象に残っているのが受験です。 
受験生だからといって猛勉強したわけではないですが、受験前の 3 週間は自分の趣味を

断ち切り、フリースクールでも家でも勉強することができ、無事高校に合格できました。 
僕は公立中学校に通っていた頃は家で勉強するなどあり得ないと思っていたのですが、

今ではほぼ毎日家で 1 時間は勉強をするようになりました。 
僕にとって近畿自由学院は、生徒数は多くないですが、少ないなりに一人一人のことが

よくわかり、楽しく過ごすことができました。パソコンなどで音楽を作るのが好きな人、

ゲームをするのが好きな人、楽器を弾くのが好きな人、イラストを描くのが好きな人など、

色々な趣味を持った人がいて、沢山の知識を得ることができました。 
なかでも僕はロードバイクが好きで、僕もいろいろな人に自分の趣味のことを話したり、

一緒にロードバイクに乗って遠くに行き、景色を見たり、ご飯を食べたり、温泉に入った

りなど、沢山の思い出を作ることができました。 
近畿自由学院に来て最初の頃は明るく接している一方、今の自分が不安で、話してくれ

る人がいるかすらも悩んでいた自分ですが、サポートしてくださる先生方やボランティア

で来てくれる方、一緒に話してくれたり遊んでくれたりしてくれる生徒の皆さんのおかげ

で自分は変われたのかな、と思います。 
僕は近畿自由学院に来れて良かったと思っています。本当にありがとうございました。 
 

 
 

卒業を前に 
O 

 
僕は約 2 年と半年ここに通っていました。それまでにもいろいろありました。新しく入

ったり、卒業したり、また違うところに行ったり….いろんな人に出会えました。その出会

いは成長する上でとても大事だったのかなと思います。そしてここで僕はかけがえのない

友達に何人か出会えました。例えば音楽や自転車などの趣味を共有したり、相談しあった

り、はたまた喧嘩したりもしましたが、とても楽しかったです。 
しかし、僕も卒業が近くなり、また、近畿自由学院も無くなってしまいます。でも、こ

こが無くなったとしても、思い出という形で残り続けると思います。 
そして最後に、ここで教えていただいたり関わってもらったスタッフとボランティアの

皆さんにこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。 
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近畿自由学院の感想 
からあげ 

 
近畿自由学院に来てよかったと思います。いろいろ学べました。友達もできました。 
よく栄養をとるようになり、体力もかなりつきました。そして、行動範囲も広がりまし

た。生活習慣も少しましになりました。勉強もまあまあ頑張りました。 
たなそん（田中代表）はいつも大きなことにも小さなことにも目を向けています。そし

て、「あれこれしーやー。」と言います。先生という職業は、僕たちのことを思い、色々な

言動に口を出してくる職業だなと思います。 
近畿自由学院での日々を思いかえすと、目新しいことはありません。ふつうの日常なの

ですが、それが一番いいことです。 
 

 
 

近畿自由学院での思い出 
ワサビ(￣^￣)ゞ 

 
僕が近畿自由学院にきて、1 年と半年が経ちました。ここに来ているみんなは優しくて面

白いです。なので、いつも笑顔が絶えません。そんな第 2 の家みたいなここが無くなるの

が悲しいです。 
近畿自由学院では木曜日が体育です。大阪城公園のグラウンドで、ドッジ、キックベー

ス、ドリブルなど、いろいろなことをして体を動かしました。人が少ない時は散歩して天

守閣近くに行きました。そして、ここに来た時の恒例の行事、手裏剣投げをしました。僕

は手裏剣を的に当てられましたが、難しかったです。 
放課後はみんなで UNO したり、トランプや人生ゲームなどをしました。他にも沢山のい

い思い出ができました。 
近畿自由学院に来れて良かったと思います！ 
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新しい経験 
M 

 
私は近畿自由学院に来てから、1 人で大阪まで行けるようになったり、勉強の面白さを教

わりました。 
通信制高校のスクーリング参加のため沖縄に飛行機で行くとき、スタッフの方に背中を

押していただいて緊張がほぐれたのを覚えています。 
たくさんのきっかけや経験をありがとうございました。この気持ちを忘れずに、残りの

高校生活も楽しみたいです。 
 

 
 

命は時間の塊 
田中最強伝説 

 
自分は 2 年間、近畿自由学院に通ってすごくよかったと感じました。自分は中学に 3 年

間、行かなかったので、高校 1 年の時に初めて来たときは不安でしたが、先生や自分以外

の生徒の子とも気が合ったので嬉しかったです。 
高校 1 年の期間はとくになにもしなかったのですが、高校 2 年になってバイトを始めて、

すぐに 1 年が終わりました。そして 4 月で、近畿自由学院が終わってしまいますが、2 年間、

近畿自由学院で勉強や友達もできてすごくよかったです。 
今年の春で高校 3 年生になり、自分は大学進学を目指しているので、これからも日々の

勉強をがんばりたいと思います。 
 

 
 

ありがとうございました 
瑠璃 

 
私がここに来たのは中学 1 年生の 9 月ぐらいからでした。夏が過ぎても学校に行けない

私を心配した親がここに連れてきました。最初は嫌々でしたが、皆さん人がよくて、いつ

しか行くのが楽しい場所になりました。みんなでバドミントンやドッジボール、鬼ごっこ

などをして遊んだ記憶は今も鮮明に覚えています。 
中学 2 年生になって、進学する人がいて寂しかったですが、それでも楽しいことには変

わりはありませんでした。毎日みんなとおしゃべりしたり、おやつを食べたり、そんな時

間がすごく好きでした。 
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フリースクールに来る前は家にひきこもり、夜しか外に出なくて、昼間はテレビや携帯、

空をずっと眺めたりしていました。フリースクールに来てからはそんなことは減り、昼間

はフリースクールに通って、少しだけでも勉強して、運動して、笑って、とても楽しんで

いました。 
フリースクールがなくなることを知って、本当にビックリして笑うことしかできません

でした。現実を受け止めきれなくて、ただ呆然としていました。教室の本棚の本が整理さ

れていて、｢あぁ、本当になくなってしまうんだな｣と実感しました。 
 
ずっと続くと思っていたのもありますし、みんなと会えなくなるのかなと思うと悲しか

ったです。またどこかで会いたいとみんなが思ってくれているのかは別ですが、少なくと

も私はみんなが大人になった姿を見てみたいと思っています。 
また会う機会があるならば、その時はみんなでまたおしゃべりしたいです。これからみ

んながどんな風に進んでいくのか私は楽しみです。健康に気をつけてなにかあればこんな

私にでも相談をしてくれると嬉しいです。役に立てるかなんてわからないですが少しでも

力に慣れればと思います。 
 
私は春から 3 年生になりますが、これといった目標がまだ見つかりません。これから探

していくつもりですが、ゆっくりもしてられません。高校をどこにするか、このままで大

丈夫なのか、考えることは山ほどあります。一つ一つに向き合い、自分がなりたいものに

近づけるように、私なりに頑張っていこうと思っています。 
 
とても、とても楽しい日々をありがとうございました！ 先生方は心配して下さってあり

がとうございました。今はまだ「もう大丈夫」なんて胸を張っては言えませんが、いつか

絶対に「もう大丈夫です」と言えるような大人になりたいと思っています。 
勉強を教えてくださってありがとうございます。本当に感謝しかないです！ みんなは私

とおしゃべりとか、バドミントンとか、一緒にしてくれてありがとうございます。みんな

はそれぞれ勉強頑張ってくださいね。夢があるなら叶えてくださいね。こんな私と仲良く

してくれてありがとうございました！ また会う機会があれば先生方もみんなにも会えた

らいいですね！ 今まで本当にありがとうございました！ 
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近畿自由学院に行っていたのは 2 年前くらいなのですが、大阪城まで歩いたり、今の高校

のことを聞いたり、いろいろお世話になったり、仲良い先輩ができたり、楽しい思い出が

たくさんあるので、閉鎖すると聞いて悲しいです。 

 
 

 
近畿自由学院の生徒の皆、田中先生、スタッフの皆さんには大変お世話になりました。 

この学校で過ごした日々はとても濃いものでした。 

振り返ってみると、楽しかった思い出しかありません。 

きっと一生忘れることはないだろうと思います。有難うございました。 

 
 

 
僕は、中学生の時に学校の環境に耐えられず、引きこもってしまいました。 

そんな時、近畿自由学院のことを知り入学しました。 

あまり通えなかったので、ここで過ごした時間は少なかったですが、勉強を教えてもらっ

たことや、進路の相談にのってもらったことなど、ここで過ごした日々は自分にとって良

い経験となり、かけがえのない思い出です。 

高校で勉強頑張ります。ありがとうございました。 

 
 

 
近畿自由学院の魅力の一つは、大人と交流できる点にあったと思います。 
一般の学校に通っていれば、教師以外の大人と交流を持つことはあまりないでしょう。 
たまに行事で、大人と関わることはあっても、普段は同じ年の人間で固められています。

偏ってますね。 
しかし、近畿自由学院には、大学生や大学院生、現役社会人や元教師など、幅広い年齢の

大人の方々がいました。生徒も子供から大人まで、ボロ民家にごちゃまぜです。 
今の時代、これほど多様な人々が交流できる空間は、あまりないように思います。 
子供にとって、いろいろな人と関わることは、同じ年の子供で固まって 1 時間椅子に座っ

ているより、よっぽど有意義なんじゃないでしょうか。 
最近、多様性がうんたらかんたらという話をよく聞きますが、子供の時から同じ年の人間

で固められ育ってきて、多様な社会ができるわけないような気がします。 
そんな、近畿自由学院が閉室することは、たぶん、全世界の損失ですね。 
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僕は近畿自由学院を去年に卒業し、近大農学部に入学しました。友達もできるかどうか

不安でしたが仲の良い友達にも恵まれて、楽しく行かせてもらってます。 
大学の授業というのは本当に自由です。寝ていても、スマホを触っていても何も怒られ

ません。でもテストで一定の点数を取らないと容赦なく単位を落とします。大学というの

は全て自己責任です。自分の行動一つで将来がいい方向にも悪い方向にも進んでしまいま

す。入学してからより一層自分のことを自分で管理しなければ、と思っています。 
 
授業が終わったらバイトに行ったり、最寄り駅の富雄駅周辺のこってり系のラーメン屋

に行き、ラーメンをひたすらすすってます（富雄駅周辺はラーメン屋以外ないので）。 
こんな感じで一日も休まず 1 回生を終えることが出来ました。そんな中で本当に衝撃的

なメールが届きました。そう、近畿自由学院の閉校です。 
 
僕が通っていた通信制高校もなくなり、中学校もなくなるみたいです。そして近畿自由

学院、一番なくなってほしくなかった場所です。僕が通っていた、いる学校は小学校と大

学しかありません。 
1 年に 2 回ほど近況報告をして他の卒業生たちとも会話してなど、自分の頭の中に勝手に

描いていたので本当に驚きでした。 
当たり前にあった場所がなくなるのはとても悲しいことです。しかし 3 月は別れの季節。

これも仕方ないのかもしれません。ここでの思い出は自分の人生の中で輝いています。 
 
今、春休みなので、できる限り近畿自由学院に行き、最後の思い出を心に刻もうと思い

ます。今年卒業する人は本当におめでとう！ みんな本当に良い奴やからこれからも楽しく

やっていけると思う！ これから受験勉強する人は自分の体を第一に考えて頑張ってくだ

さい！ ほんまに応援してる！！ 近畿自由学院がなくなっても LINE というものが現代に

はあるので 1 年に 1 回集まって近況報告をしましょう！！！ 
本当にありがとうございました、近畿自由学院。 
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私が来てから、2年が経とうとしています。その2年目がそろそろ終わろうとしています。 
見かけは、一軒家。中身はフリースクール。その名は近畿自由学院。 
木造 2 階建て、季節によって使用する階が異なります。冬は 1 階が極寒になり、夏は 3

階が猛暑になります。つまり、冬は 3 階が暖かく、夏は 1 階が涼しくなるということです

ね。3 階でどたどた歩くと、2 階にも響きます。そして、1 階、2 階、3 階で教室の趣も違

います。1 階は談笑しながら、学習するには最適な場所で、2 階は和風な情緒が漂い、寺子

屋のような雰囲気です。そして、3 階は白い壁、白い机で学習に集中するには最適です。 
朝になると、「おはようございます」という声がそろぞろと聞こえてきます。ドアが開い

たと思い、2 階や 3 階から、顔を覗かせると、ドアが開いていない。そう、気のせいなんで

すよね。よくあることでした。 
歩いて徒歩 7 分ほどのところにコンビニエンスストア、徒歩 6 分ほどのところにスーパ

ーマーケットがあります。お昼になると、「ごはん買いに行ってきます」と子どもたちが言

う声が聞かれます。 
木曜日の午後は体育に行きます。雨が降っていると、当然のごとく、行きません。しか

し、晴れた日の午後には、大阪城公園へみんなで出かけます。その時々で何をするかを考

えます。公園では、ドッジボールやキックベース、おにごっこなどをしました。地面に線

を引くために、しっかりした枝を見つけます。それを用いて、ベースやコートを自分たち

で書き、コートの規模なども自分たちで調整しながら、試合が行いやすいように調整して

いきます。ハコから作り出すキックベース。要するに、地産地消です。 
放課後ですね、みんな自由に過ごしていました。勉強したり、ゲームをしたり、雑談を

したり、コンビニに行ったり、各々が思い思いに過ごしていました。 
そんな日常を過ごしながら子どもたち（私も含め）は、成長していきました。日々は、

あっという間に過ぎていきます。1 年を基準に見ると、1 日／365 日なので、小さい日々だ

なと感じますが、いつの間にか、365 日経っています。これまでを振り返ると、あっという

間だったなと思いますが、先々を見ると、長いなあって思います。こんなことは何歳にな

っても思います。 
過去は過去で、未来は未来で、終わってしまったものは終わってしまって、先を見ると、

どうなっていくのかなんて、わからないものなのですが、時間はこちらのことなんて無関

係に進んでいくものなので、なるべく楽しんで進んでいければいいのかなって思います。

ここでは、そんな楽しい日々を過ごせたと私自身も思います。これを読んでくださった方々

にも、楽しい日々が訪れることを祈っております。では、また！ さらば、近畿自由学院！ 
 
そんなことを思っていました。そして、今も思っています。 
ただ、近畿自由学院はまた、新たな場所でスタートします。 
その名は「NPO 法人 関西こども文化協会 旭自由学院」です。 

中井 
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私は 2016 年 10 月あたりから現在まで約 1 年半近く近畿自由学院でボランティアスタッ

フとして参加させていただきました。私自身が元不登校児ということと、フリースクール

に興味があって応募しました。 
近畿自由学院へ面接当日に初めて訪れ、近畿自由学院へ一歩なかに入った時に大きな声

で「こんにちは」と私があいさつするよりも早くみんなあいさつしてくれたのを今でも覚

えています。 
フリースクールという場所はとても静かなイメージでしたが、近畿自由学院はとてもフ

レンドリーで活発な場所でした。最初はスタッフではあるけれども、自身の人見知りでな

かなか子ども達にうまく話しかけられなくて、しかし話しかけてくれる子たちのおかげで

徐々に近畿自由学院のみんなと馴染めたように思います。これではどちらがスタッフか分

かりませんが、話しかけてくれる一言がとても嬉しく助かりました。 
話していくうちに自分がなぜ近畿自由学院に通っているのか教えてくれる子もいて、私

も当時の不登校だったころの話を初めて話すことが自然とできてよかったです。そのとき

まで不登校だった時期のことや気持ちなどは、他で話したこともありません。不登校だっ

た時期は過ぎ去ったことではありますが、やはり今になっても忘れることはありませんし、

もやもやしたものはずっと胸のうちです。 
しかし自分のことを話す機会があり、自分の不登校だったころの不安だった気持ちなど

愚痴のような話を聞いてくれ、共感してくれたり、自分のことを話してくれたり、通ずる

部分があったからこそ話せたことにとても感謝しています。 
 
子どもから大人まで様々な年代のみなさんのおかげで、自分の知らなかった知識や考え

方などに触れることができ、それがただただ新鮮でした。子どもたちとアニメやゲーム、

趣味の話、いろんな海外の話、またスタッフは学生さんからさまざまな業種の方たちで、

得がたい経験ができました。ありがとうございます。 
 
卒業し、みんなそれぞれの道を行きますが、前へ前へたまに後退しても無理せず目標へ

向かってほしいです。目標は身近なことなら何でもいいです。明日○○買いに行くとか、

まずは新学期初日だけ行くぞ、この宿題終わらすぞ、中学卒業 or 高校入学 or 高校卒業する

ぞとか、アルバイトをしてみるとか、身近な目標を立てていけば自ずと次の身近な目標が

立つし、失敗などで後退してしまっても身近な目標なら再度挑戦したり方向転換もききま

す。目標が遠すぎると、目指してる道のりがあいまいになったり、途中でぶれて混乱した

りするかもしれません。 
ゲームのセーブポイントみたいに考えるとわかりやすいかもしれません。セーブミスも

あるでしょう。こまめなセーブを！ 
 

まいこ 
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近畿自由学院に初めて訪れ、みんなとドッヂボールをしたのが、つい最近のようです。 
みんなの元気で個性豊かな表情を見るのが楽しみで、そして近畿自由学院のほんわかし

た雰囲気が大好きで、この 1 年はとってもあっという間に過ぎてしまいました。このアッ

トホームさは、スタッフの方々の温かい雰囲気のおかげですね。 
ここの生徒のみんなは、ほんとに素敵な能力を持ってるな〜と常々思っていました。特

に好きなことに没頭する能力はピカイチ！ 
これから新たな環境に飛び込む人もそうでない人も、近畿自由学院で経験したこと、学

んだこと、感じたこと、新しくできた繋がり、全て大事に抱えて前に進んでください。こ

れからの人生できっと役に立つと思います。 
そして、たくさん新しいことに挑戦して、失敗して、悩んで、それでも前に進む。頑張

る姿は人を惹きつけます。またどこかの機会で、みんなの姿を見るのを楽しみにしていま

すね！ 
古芝 

 
 

 
ご卒業おめでとうございます。4 月からはそれぞれの道を歩んでいくことと思います。新

しい環境に飛び込むことは勇気のいることですが、是非期待を持って、前向きに過ごして

くださいね。辛いところを通っている時も、見えなくても、寄り添ってくれる人は必ずい

ます。共に歩む仲間がいます。 
振り返ると足跡が一人分でも、実はその足跡は自分のものではなく、自分を抱きかかえ

てくれていた人の足跡かもしれない。 
私はこの言葉を胸に生きています。これからも自分と仲間を大切にしていってほしいと

願っています。 
秋山 

 
 
 

 今年も近畿自由学院ブックに寄稿する季節がやってきました。1 年前もそうでしたが、

後々にまで残っていく文集の原稿だと思うと、何を書こうか随分と悩まされます。一年の

締めくくりになるものだし、教室を巣立っていく皆のためになる「ありがたいお話」が出

来ればいいのですが、そんなに大それたことを言える身分ではない且つ変にかしこまりた

くもないので、私自身が今思っていることをごく簡単に記そうと思います。 
私は 2 年半くらい前から近畿自由学院に遊びに（時々は勉強のお助けマンをしに）来さ

せてもらっていました。途中で一年ほど日本を離れたり、帰国してからの生活に変化があ

ったりと、このところすっかり出現頻度が低くなってはいましたが・・・。 
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皆はどういう感じで私と接してくれていたのか分かりませんが、私は近畿自由学院で皆

と知り合えたことをとてもありがたく感じています。なかなか普段のやり取りの中で伝え

る機会がなかったのですが、密かに驚かされたり「勉強なるわー」と感じさせられたりす

ることが何度もあったのです。その一つが、「ここに集まる人たちがどうやって一つのコミ

ュニティを作っていくのか」ということです。 
ここは年齢もバックグラウンドも違う色々な人が集まる場所です。全然違う性格や趣味

や特技を持った人たちが集まりながら、それでも一つの“場所”としてこの教室がまとめ

られているのは何だか不思議で、そして居心地が良いと私は感じます。私が今所属してい

る大学院の研究室でも、集まる人のキャラクターは千差万別で、様々な個性を持った人た

ちが同じ一つの場所に属しています。その中には磁石の N 極と S 極のような関係の人たち

もいれば、N 極同士の人たちもいます。私自身も「この人とは話しやすい」とか「この人

とはちょっと馬が合わない」とか、研究室のメンバーによって受ける印象が様々です。 
どこの国のどんな人達でもそうですが、違う人が集まるからこそ、人間関係がギクシャ

クしてしまうこともあります。近畿自由学院に来るようになって密かに「おおおー」と感

じたことは、勉強を見に来る大人も含めて人の出入りが多いこの場所で、（もちろんぶつか

り合うこともあっただろうけど）いつの間にやら良い感じのコミュニティが出来ていると

いうこと。年齢も生活環境も違うメンバーが集って一緒に自転車であちこち出かけたり、

勉強の時間の後一つのテーブルを囲んでゲームをしたり。 
うまく言葉になりませんが、そんな皆の日常の様子を私はいつも「何かええなぁ」と眺

めていました。でもそれは皆で同じ一つのことをするのが良いという意味ではなくて、例

えば「1 階でカードゲームが繰り広げられる最中に 2 階で昼寝をする人もいる」という“自

由度”を保った緩やかなまとまり感が私には心地よかったのです。皆にとってはこの教室

はどんな場所だったのでしょうか。たまに私が顔を出してしょうもない話をしている時間

も含め（いつも耳を傾けてくれてありがとう）、何となく心地よい時間を過ごせていたのな

ら嬉しいなと思います。 
この数ヶ月、私は教室での勉強タイムが終了してから気まぐれに顔を出すことがほとん

どでしたが、近畿自由学院の皆がつくる空気は私にとってエナジーチャージの場所になっ

ていました。忙しい時でも、教室に立ち寄ると何だかホッとした気持ちになって一度落ち

着くことが出来たような気がしています。 
今振り返れば私が皆のために出来たことはほとんどなかったなぁと苦笑いですが、おそ

らく意図せずして皆が私にしてくれたことはたくさんあったなぁと感じます。ですので最

後はやっぱり感謝の気持ちをしたためて終わりにしようかと思います。ありがとう！ 
春からまたそれぞれの場所での新しい生活が始まるとは思いますが、頑張る時・休憩す

る時のバランスを上手に取りながら、ただ元気に毎日を送っていってくれることを願って

います。 
石田 
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町の中の細長い公園。まるで近畿自由学院の庭のようです。 
春には桜が美しく夏から秋にはビワ、ザクロ、ミカンが実をつけます。冬が終わるころ

には梅が香ります。 
そして今、桜の苗木が新たに植えられました。桜の苗木が育っていつか花を咲かせるよ

うに、近畿自由学院を巣立った子どもたちが、人として花ざかりの時を迎えることを信じ

ています。 
西野 

 
 
 

みなさん、ご卒業並びに進学おめでとうございます。新しい学校へ行く生徒達は、どん

な場所か胸を躍らせながら、またドキドキしながら日々を過ごしているのでしょうか？  
進級する生徒のみんなは、どのようにこの一年を過ごそうかと計画を立てているのでしょ

うか？ 
みなさん、学生生活は、長いようで実はあっという間です。気づけば、社会人なんて人

もいます。学生生活でしかできないこと、経験できないことを大いにしてください。 
学生だからできる範囲も限られているかもしれませんが、まずはできる範囲からおこな

い、工夫して、試行錯誤を繰り返すと、もしかしたら出来ないこともできるようになるか

もしれません。もし、学生時代に出来ないことであれば、それは、社会人になってから達

成すればいいことなので、心の中でじっくり温めて秘かに想い描いておいてください。 
夢は、想い続けていればいつかは何かしらの形で叶うはず。思い続けることが大切。ま

た、やりたいことや夢はたくさん持ってください。そうすれば、一つが今現時点で叶わな

くても他のものにシフトチェンジできるからです。それは、無駄がなく人生を有意義に過

ごせることです。沢山の夢を持つには、色々な事をたくさん経験してください。 
そして、感性を養ってください。感性は仕事だけでなく、どんなことにでも必要です。

恋愛もそうですし、普段の生活でも必要です。感性を養うことで、人間的に深くなり、色々

なものの見方がかわり心が豊かになってきます。心が豊かになることは、どんなことより

も大切なことです。人と関わる上でも重要です。相手を理解するときにも必要です。あな

たが将来パートナーを見つけた時、その人を大切にするうえでもすごく大切な事です。相

手を想いやる気持ち。尊敬する気持ち。分かろうとする気持ち。それは、誰に対しても大

切ですよ。もちろん、自分自身を大切にする気持ちも忘れずに覚えておいてください。自

分だけが、我慢すればいいなんてことは決してありません。自分を大切にして大事にして

こそ、相手を大切にできると思いますし、充実した日々を送れると思います。 
無理をせずに、なにかあれば、周りの人に助けを求める勇気を持ってください。あなた

の周りには、きっと誰か見てくれているし、助けてくれる人がいます。あなたを認めてく

れている人はきっといるはず。だから諦めずに行動してください。 
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それから、ふとこの前ツイッターで読んでたしかにそうだなと思ったことがあったので

書きます。自分が何か嫌なことがあって、ムスッとしているとき、相手に素っ気ない返事

をしたり八つ当たりしていませんか？ その時に載っていた文章で、“自分の気持ちは自分

で直す。誰か私の機嫌を直して！みたいな態度は人を嫌な気持ちにさせる”というのがあ

りました。たしかにそうです。自分の気持ちなので、自分で直すのは当然ですよね。私も、

昔似たようなことを言われたことがあります。今でも自分の機嫌が悪くなったときに、ふ

と思い出します。機嫌が悪いのは自分が感じることであって、他人には関係のないことで

す。それを巻き込むというのは、相手にとってとても失礼なことをしているかもしれませ

ん。これを読んで、確かにそうだなぁと少しでも気付いてもらえれば、相手にも迷惑をか

けずに、自分にとっても生きやすい人生になるのではないでしょうか？ 
死ぬまで自分の機嫌を直せない人もいるのです。想像してみてください。そんな自分は

どうですか？ 考えると何か感じることがあるはず。今すぐに出来なくても、少しずつ直し

ていけば大丈夫。必ず何か見えてくるはず。 
皆さんも色々な道を歩んで行くと思いますが、色々な事を感じながら自分の感性を深め

ていってください。時には、流れに乗ることも大切だけど、思い切って挑戦することも大

切です。頑張ってください。鈴木も頑張ります。みんなちゃんとみているからね☆ 
また、会えることを楽しみにしています！ 

 
鈴木 
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AERO 2017 参加報告 
田中 佑弥 

 
学術振興会の助成（科研費 16H07370）

を得て、2017 年 8 月 1 日～9 日まで渡米

し、ニューヨーク州のロング・アイランド

大学で開催された AERO 2017
（Alternative Education Resource 
Organization Conference 2017）に参加し

てきました。 

AERO は 1989 年に Jerry Mintz によっ

て設立された団体です。学習者中心の教育

（leaner-centered education）の推進を目

的にしています。 
今年の大会は 28 回目で、Jonathan 

Kozol をはじめとする著名人の講演があり

ました（Kozol の本は JFK 空港の小さな

書店でも販売されていました）。 
朝から晩まで予定が詰まっており、ハー

ドなスケジュールでした。特に 8 月 5 日は

午前 9 時半から午後 10 時まであり、ラン

チタイムも Lunch Keynote という昼食持

ち込みの講演会が開催され、文字通り朝か

ら晩まででした。参加者全員が全部に参加

したわけではないでしょうが、スタッフは

大変だったでしょう。企画された方々の熱

意が伝わります。 
 

主催者によれば、今年の大会には米国内

23 州と米国外 12 の国から参加者があった

そうです。延べ人数は分かりませんが、筆

者の印象としては毎日 100 名以上が参加し

ていました。平年よりも少なめとのことで

したが、活気のある大会でした。 
 
印象に残ったことをいくつか書いておき

たいと思います。日本でも JDEC
（Japanese Democratic Education 
Conference）というフリースクール関係者

が集まる大会が毎年開催されていますが、

AERO の場合はスクール関係者以外にも公

立学校関係者が参加しており、特にホーム

スクール実践者（homeschooler）の参加

が多かったです。「homeschooling mom」

（ホームスクールをしているお母さん）と

いう自己紹介を聞く機会が何度かありまし

た。 
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ホームスクールとは、学校に行かずに家

庭で学ぶことです。アメリカでは 1982 年

に一部の州でホームスクールが認められ、

1998 年には全米で認められるようになり

ました（鄧秀「アメリカにおけるホームス

クーリングの特徴に関する考察」『兵庫県

立大学環境人間学部研究報告』10 号を参

照）。 
ホームスクーラー（homeschooler）と

は、ホームスクールをしている人のことで

す。全米で 200 万人前後のホームスクーラ

ーがいます（Jerry Mintz, School’s Over, 
New York, AERO, 2016, p.77）。 

「ホームスクール」と言うと、ずっと一

人で家で勉強しているような印象を受けま

すが、必ずしもそうではなく、家を基盤に

しながらホームスクーラーが集まって交流

しているようです。 
例えば、AERO の Mini-Talks に登壇し

た Brenna Gibson Redpath はホームスク

ーラーであり、ロサンゼルスの Urban 
Homeschoolers という団体の共同設立者で

すが、Urban Homeschoolers はホームス

クーラーが協力してカルチャーセンターの

ようなものを運営しています。Whova と

いう AERO 2017 の情報が掲載されている

アプリでは「a resource center for 
homeschooling families」（ホームスクー

ルをしている家族のためのセンター）と説

明されています。日本のフリースクールに

近いもののようにも思われますが、フリー

スクールとは違い、講座ごとに受講料を支

払うようです。オンラインコースがあるほ

か、季節の行事や旅行、大学進学ワークシ

ョップ、卒業パーティー（Homeschool 
Prom）などを開いているようです。 
「ホームスクール」よりも unschooling

（アンスクーリング、つまり学校に行って

いないということ）の方が、より正確に雰

囲気が伝わるような気がします。ホームス

クールのなかにも種々ありますが、AERO
に関して言えば unschooling がイメージを

伝えるのに適切であると思われます。実際

には homeschooling / unschooling と並列

的に言われ、どちらかというと

homeschooling の方が一般的ですが、本稿

では上記の理由から原則としてアンスクー

リングと呼ぶことにします。 
 
AERO でよく見聞きした言葉で、注目す

べきものに self-directed education があり

ます。AERO 2017 の Keynoter（講演者）

である Peter Gray によれば、自主的に決

められた活動による学びのことのようで

す。日本では self-directed learning の訳

語として「自己管理的学習」が知られてい

るようですが、「自己管理的」と言うと、

あらかじめ決められた課題を自己管理して
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勉強するというニュアンスになってしまい

そうなので、self-directed education を自

主的に設えられた教育という意味で「自主

設定教育」と訳しておくことにします。 
Peter Gray は自主設定教育を広げてい

くべき理由として以下の 4 つを挙げていま

す（配布資料参照）。 
 

１）既存の学校の有害性 
（教員の裁量は乏しく、不当に子ども

の時間を奪い、ストレスである） 
２）追跡調査から得られた良好な結果 

（自主設定教育を受けた子どもたちの

追跡調査は自主設定教育の有効性を

示している） 
３）自主設定教育を行いやすい環境の普及 
  （ラーニングセンターやインターネッ

トの普及により多くの情報や助言が

得られる） 
４）今後の社会と自主設定教育の適合性 
  （自主設定教育はこれからの社会が必

要とする創造性を培うものである） 
 
 日本の状況と大きく違い、アンスクーリ

ングが肯定的に評価されている様子が伺わ

れました。過剰な評価は控えるべきでしょ

うが、自主設定教育は日本でも検討される

べきものでしょう。 
ワークショップでは、学校に行かずにハ

ーバード大学に行った人が雑誌の表紙を飾

ったことが紹介されましたし、Benjamin 
Riley は「From Unschooling to College」
と題して自身のアンスクーリングからの大

学進学について語りました。彼は、アンス

クーリングは実行可能な選択肢であり、そ

れを証明したいと言っていました。 

グループワークの際に Riley に、アメリ

カにおいて学校でのいじめを理由とするア

ンスクーリングはあるのか聞いたところ、

それもあるとのことでしたが主要な理由で

はないようでした。日本ではアンスクーリ

ングは正式には認められていないと話す

と、それはひどい話だ、ぜひアメリカの状

況を日本に知らせてほしい、アンスクーリ

ングの研究は非常に大事な仕事だ、と励ま

してくれました。 
 Dayna Martin のように punishment
（体罰）について講演で批判的に話す人も

いました。アメリカの一部の州では合法の

ようです。アンスクーリングの理由を尋ね

ると、学校の詰め込み教育は創造性がなく

嫌だ、と話す人もいました。LGBTQ や特

別支援教育のニーズも理由になっているよ

うです。 
 公立学校の機能不全もアンスクーリング

の大きな背景だと思われます。 
『DAILYSUN NEWYORK』（2017 年 8

月 4 日、5 面）は、ニューヨーク市警察に

よればニューヨーク市内の今学年度の公立

学校での逮捕件数は 1240 件、召喚状の発
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行数は 833 件だそうです。これでも減少傾

向にあるそうですが、「市は前学年度に発

生した暴力事件の数を実際より 1 万件少な

く申告していたとの批判もある」と報道さ

れています。 
 

 本を読むことで分かることもあります

が、アメリカに滞在することで実感できる

こともあります。 
 一つは公共交通機関が貧弱であること

が、ホームスクーリングが多いことの一因

ではないかということです。電車やバスに

乗りましたが、公共交通機関は日本の方が

優れているように感じました。地下鉄の券

売機が故障していたため乗車できなかった

り、バスが大幅に遅れたり、電車も本数が

少なかったりなど、ニューヨークでさえも

不便でした。郡部であれば電車がない地域

が多いでしょうし、治安の問題もあるた

め、日本のように子どもが公共交通機関で

自主的に学校外の場に通うことは困難であ

るように思われます。 
日本でも人口が少ない地域ではフリース

クールは少なく、都市部に集中していま

す。当然といえば当然ですが、フリースク

ールが成り立つためには、ある程度の人口

と公共交通機関が必要なのでしょう。 
もう一つは、新鮮な食事を得るにはコス

トを要することです。ニューヨークで普通

に朝食を買っただけで 2000 円近くかかり

ましたし、ロング・アイランド大学の食堂

でも 1000 円以上しました。宿泊した大学

寮の自販機のジュースは 1.75 ドル（1 ド

ル＝110 円とすると 193 円、以下同様）

で、水はさらに高く 2.25 ドル（248 円）

でした。大学寮の自販機のスナックは大体

1.25 ドル（138 円）なので、スナックとジ

ュースが手軽な食事になってしまうことを

実感できました。 

 
アメリカでは子どもも含め肥満が問題に

なっています。新鮮な食事を得にくいアメ

リカにおいて寿司が健康的な食事として注

目される理由が分かるような気がしました

が、寿司はスナックに比べると非常に高価

です。 
 ニューヨークに「食事をあなたの健康の

ための薬にしよう」という宣伝を掲げるオ

ーガニック・カフェがありました。 
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アンスクーリングというのは、このよう

なオーガニック・フードを求めることなの

かもしれないと思いました。つまり、ジャ

ンク・フードのような粗悪品としての学校

教育を拒否して、自発的に教育環境を設え

るということです。 
政治学者の丸山眞男は銃の個人所有にア

メリカ民主主義の特質を見出していまし

た。個人の自立が最重要視されていること

は、公共交通機関が重視されず個人所有の

車が基本的な移動手段であることや、オバ

マ・ケアをめぐる混乱を見ても分かるよう

な気がします。教育についても既製品とし

ての教育ではなく、自らの判断で設えると

いうところにアメリカの特質があるのかも

しれません。 
 幼い子どもが自分自身にどんな教育が良

いか選ぶことはできないから、公立学校が

重要という考え方もあります。しかし、

日々の生活は選択の連続です。子どもに何

を食べさせるか、何を着せるか、どこに住

むか、このような日常の選択の延長線上に

どのような教育環境を用意するかという問

題があります。粗悪な地域の公立学校に通

わせるということは、アメリカにおいては

当然ではなく、一つの重大な決断であると

も言えます。自主設定教育（self-directed 
education）は単に教育方法の問題ではな

く、自らの方向性は自ら決める（self-
directed）という生のスタイルの問題なの

です。 
 
 もちろん、このようなことは誰にでもで

きることではなく、恵まれた一定の条件が

必要になります。ホームスクーラーは多様

化しているようですが、依然として白人が

多数派です。選択の余地なく地域の公立学

校に通わざるを得ない黒人は多くいるでし

ょう。 
アンスクーリングではなく、学校改革を

実行している人たちもいます。AERO の

Mini-Talks に登壇した Jamaal Bowman
はニューヨークのブロンクスにある

Cornerstone Academy for Social Action 
Middle School の創設者です。この公立学

校には黒人が多く通っていますが、校長で

ある Bowman も黒人で、彼は「学校教育

は自分や仲間たちにとって有益ではなかっ

た。シェイクスピアは自分たちの文化では

ない。白人たちの文化だ」と話していまし

た。「オーガニック」な 21 世紀型教育で、

子どもの情熱を引き出し、話し合いの場を

設け、より良い地域をつくっていくリーダ

ーシップを養う教育を行っています。 
 Bowman をはじめとする黒人たちのプ

レゼンテーションを聞いて、人種がアメリ

カにおける大きなトピックであることを実

感することができました。もちろん日本で

も、みんなが同じバックグラウンドを持っ

ているわけではありませんが、アジア系が

ほとんどであるため、自分たちの差異を強

く意識する機会は多くありません。しか

し、人種は何も言わなくても明示される差

異です。人種について語られるとき、「中

立的立場」はあり得ず、誰もが自らの立場

性を強く意識させられます（アメリカのフ

リースクール運動と公民権運動のつながり

は、もっと検討されるべき点なのかもしれ

ません）。 
 
 ニューヨークで移動中に 2 つのチャータ

ースクールを偶然みつけました。飛び入り
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訪問したところ、両校とも快く見学させて

くださいました。 
ロウアーマンハッタンにある Great 

Oaks Charter School は、雑居ビルの 3 階

が学校です。入口は狭いですが、3 階全部

が学校であるため、中は広い空間でした。

施設面では、日本の公立学校よりも予備校

に近いイメージではないかと思います。 

ハーレムにある Neighborhood Charter 
School（下の写真）は、教会を転用して開

校したそうです。入口には成績向上をアピ

ールする掲示がありました。 

 両校とも公立学校よりも授業時間が多い

ことを学校紹介資料でアピールしていま

す。アンスクーリングが詰め込みを否定し

て創造性を重視する一方、人種による格差

が厳然とあるなかで、チャータースクール

は基礎学力の底上げを重視していることが

実感されました。 

AERO の School Visit という企画で

PONO を訪問する機会を得ました。 
PONO は democratic outdoor school と

自称していますが、日本のフリースクール

に近いものと言えるでしょう。ニューヨー

クのハーレムにあり、2 歳から 11 歳が対

象です。 
小学生ぐらいの年齢の子を中心に約 20

名が通い、常勤スタッフは 4 名で運営して

いるそうです。アパートメントの一角（中

でつながっている 1 階と 2 階）を教室にし

ています。 

日本のフリースクールでは時間割がない

ことが多いですが、海外ではそうでもな

く、PONO にも時間割があります。教室

内にはスペリングについての掲示が多くあ

りました。PONO 以外でも Literacy が重

視されていることが感じられました。当日

はフムスという中東料理の調理実習や、美

術、演劇、歴史、社会調査（Survey）の

授業を見学しました。社会調査の授業で

は、子どもたちが話し合って、PONO の

所在地であるハーレムの地元の子どもたち

がトランプ大統領をどう考えているかにつ

いてアンケート調査を実施したそうで、見

学した日は今後の計画（新聞づくり等）に

ついて話し合っていました。 
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アンケート調査の結果は AERO の

Workshops Group E の Learning 
Journeys で報告されました。ハーレムは

黒人が多く住む地域で圧倒的多数が否定的

な意見でした。自由回答では、トランプ大

統領は黒人を迫害し再び奴隷にしようとし

ている、といった記述がありました。 
 日本の学校の視点からは PONO の実践

は政治的中立性に欠けるようにも見えます

が、ハーレムの社会状況は異なり、国外追

放など基本的人権が侵害されかねない状況

にあります。「中立」と言えるのは火の粉

が降りかからない状況においてであって、

トランプ政権をめぐるアメリカの状況はも

っと緊迫したものであるようです。 
 
 9 日間のニューヨーク滞在で大変多くの

事柄に接し、アメリカのオルタナティブ教

育の一端に触れることができました。今後

より深く考察していきたいと思いますが、

改めて注目したいことは AERO は

Alternative Education Resource 
Organization であるということです。 

本報告で紹介したように、アメリカにお

けるアンスクーリングの広がりには、自ら

の教育を自ら設える（self-directed）とい

う基本姿勢があるようです。学校運営者に

任せるのではなく、主体的にさまざまな

Resource を活用する。既製品を受け取る

のではなく、自分たちでつくっていく。こ

のような生のスタイルは、教育だけでな

く、社会をつくり変えていくものである、

ということが感じ取られる旅でした。 
 
 
 

（ワークショップ会場のホワイトボード） 
 

（ワークショップの様子） 
 

（トランプ大統領のミルクチョコレート） 
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あとがき 
田中 佑弥 

 
 本当はもっと時間をかけて書きたいのですが、もうすでに深夜で、締切が迫っています。

夜が明ければ、片付けのために教室に行かなければなりません。今はまだ、ゆっくり振り返

る時間はないようです。思い返せば教室の備品も多くの方に寄付していただきました。たく

さんのおやつや飲み物もいただきました。ありがとうございました。 
 
 スタッフの皆様にも本当にお世話になりました。改めて御礼申し上げます。特に主任スタ

ッフの鈴木さん、中井さんにはご尽力いただきました。 
鈴木さんは臨床心理学の修士課程修了後すぐに近畿自由学院に来てくれました。あのと

きも慌ただしく、初めて会ったのは 2016 年 4 月の 1 日目で、面接後すぐに採用になり、そ

のまま会議に出てもらいました。こちらも「校長 1 年生」で十分なサポートができなかった

ことが心残りですが、鈴木さんが一流のカウンセラーとして知られるようになったら、それ

は近畿自由学院にいたおかげだと勝手に自慢しようと思います。女子を中心に、女性スタッ

フである鈴木さんと話して、心が落ち着いた子も多かったのではないでしょうか。今後のご

活躍を願っています。 
 中井さんと初めて会ったのは 2015 年度の卒業式の日だったでしょうか。そのときも慌た

だしかったので初対面の印象は朧げです。各スタッフの文章を読んでもらうと、人となりが

なんとなく伝わるのではないかと思いますが、中井さんは控えめで誠実な人です。正直に言

えば、もっと強めに言ってもいいんじゃないかと思うときもあったような気がしますが、温

和な中井さんがいてくださることで、うまくまとまることも多かったように思います。中井

さんが 4 月から開かれる旭自由学院も、きっと穏やかな場になることでしょう。フリース

クールを始めるという決断をしてくださったことに本当に感謝です。 
 卒業生やスタッフの方が指摘くださったように、近畿自由学院は流動性と多様性に満ち

た場でした。もちろん良いことばかりではなかったでしょうが、魅力ある空間を共につくっ

てこられたように思います。旭自由学院で、みんなで再び集まる機会を設けていただけると

ありがたいですね。 
 
 今号のイラストは高校生の M さんと K くんが描いてくれました。絵が描けるって、すて

きですね。みんな恥ずかしがり屋なので実現しませんでしたが、展覧会ができたらいいなと

考えていました。コンサートは以前にやりましたね。近畿大学教授であった哲学者の清眞人

さんから中高生にどうぞ、ということで、いただいた本を配りましたが、清さんは表現の重

要性を強調しています。美術、音楽、書物、映画、なんでもいいですが、これも清さんの本

のタイトルにあるように『言葉さえ見つけることができれば』と思います。言葉が摩耗する

ことも日常には少なくありませんが、生きていくための言葉を見つけたいです。 
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 中高生のみなさんも文章を書いてくれて、ありがとう。不十分な点も多々ありましたが、

近畿自由学院で貴重な経験をしてもらえたようで、よかったです。 
瑠璃さんが、「もう大丈夫です」と言えるような大人になりたい、と書いてくれましたが、

大人の立場から書けば、大人であっても「もう大丈夫です」とは簡単には言えないし、言う

必要もないと思います。 
「君の名は。」で知られる新海誠監督は、以前に「言の葉の庭」という映画をつくってい

ます。学校に行かない生徒と、学校に行かない先生が、公園で出会う話です。大人も大変だ、

という内容なのですが、雨の季節が美しく描かれている映画です。関心がある人は、ぜひ。 
 

 昨今、流行りに乗った「フリースクール」が、たくさん開設されています。立派な設備や

プログラムがあることは結構ですが、懸念されるのは躊躇いなく「安心」を謳っていること

です。「○○の効果で顕著に立ち直ります！」といった感じですが、人間はそんなに単純で

しょうか。 
世の中に余裕はなく、目に見える分かり易さが重要視されますが、そういうものにフリー

スクールが飲み込まれるとしたら、非常に残念です。表紙の装飾や形式的整合性に拘泥する

一方、中身はコスト削減で自転車操業という教育産業の実態に辟易します。 
 

 よく通った大学の近くの喫茶店、メニューが一つしかない近所の蕎麦屋、そういう小さな

店舗にずっと憧れがありました。料理の腕はまったくありませんので、店舗ではなくフリー

スクールを開くに至ったのでした。 
2018 年 3 月で教室を閉じますが、近畿自由学院はまたいつか再開するかもしれません。

人生 100 年時代とも言いますから、60 歳から始めても 40 年はフリースクールをできます。

だから、近畿自由学院は正確には閉校はしません。長いお休みです。 
 

 僕が 60 歳になったとき、あるいは健在であれば 100 歳になったとき、みんなは何をして

いるのでしょう。80 歳代ぐらいになっても LINE を使いこなし、Youtube への動画アップ

ロードに勤しんでいるのでしょうか。おそらく LINE や Youtube は死語となり、想像を絶

するテクノロジーを駆使する老人になっているのでしょう。 
 そのとき学校はどうなっているのでしょうか。今と何も変わらず中高生は教師に気づか

れないように午睡を試みるのでしょうか。学校に行かない子がいて、フリースクールが同じ

ように存在するのでしょうか。それとも学校はなくなって、ICT を活用した個人学習が中心

になるのでしょうか。学校での部活動ではなく、インターネットを介してつながった子ども

たちが、それぞれの趣味を自主的に楽しむフリースクールのような場が遍在する社会にな

っているでしょうか。 
 そんなことを考えていたら、紙幅が尽きました。とにかく本当にありがとうございました。

さようなら。また会う日まで。 
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